












1.緒言 

平成 2年 10月から三歳児健診に耳鼻咽喉科も参加することとなった。この検診の目的は進

行性感音難聴,一側高度感音性難聴,中等度難聴,・滲出性中耳炎などの患児をこの時期に検

出することにある。現在各地でこの目的を達成するために,それぞれの状況に応じて検診シ

ステムの検討が試みられている。我々も昨年 11 月から,政令指定都市である和歌山市にお

いて,この検診の能率的なシステムを模索してパイロットスタディを実施してきた。 

その方法は,調査票とティソパノメトリー(以下 TP)の結果より要診察児を選別し,耳鼻咽

喉科専門医が保健所で診察するものである。このたび第 1次から第 4次までのパイロット

スタディの結果が出たので検討を加え報告する。 


